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〔
書
評
〕「
八
月
十
五
日
の
神
話
」
に
対
す
る
韓
国
社
会
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て 

―
佐
藤
卓
己
『
八
月
十
五
日
の
神
話
：
終
戦
記
念
日
の
メ
デ
ィ
ア
学
』
増
補
版
刊
行
に
寄
せ
て
― 

趙
相
宇 

   
 
 

一 

は
じ
め
に 

  

八
月
一
五
日
は
、
日
本
に
お
け
る
「
終
戦
記
念
日
」
で
あ
る
と

同
時
に
、
韓
国
に
お
け
る
「
植
民
地
解
放
記
念
日
」
で
も
あ
る
。

そ
の
た
め
、
佐
藤
卓
己
『
八
月
十
五
日
の
神
話
』（
ち
く
ま
新
書
、

二
〇
〇
五
年
）
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
（
二
〇
一
四
年
に
筑
摩
書

房
か
ら
増
補
版
が
出
版
さ
れ
た
）、韓
国
社
会
に
お
い
て
も
需
要
の

あ
る
研
究
で
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
八
月
に
韓
国
語
訳
も
出
版
さ
れ

た
。
日
本
と
韓
国
の
間
に
は
依
然
と
し
て
植
民
地
支
配
の
歴
史
を

め
ぐ
り
葛
藤
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
状
況
を
反
映
す
る
か
の
よ
う

に
、
本
書
の
韓
国
語
訳
出
版
に
際
し
て
韓
国
新
聞
の
多
く
は
、
こ

の
著
作
に
つ
い
て
の
紹
介
や
書
評
記
事
を
掲
載
し
た
。 

 

『
朝
鮮
日
報
』

(1)

、『
東
亜
日
報
』

(2)

、『
中
央
日
報
』

(3)

を
始
め
、

『
ハ
ン
ギ
ョ
レ
』

(4)

、『
国
民
日
報
』

(5)

、『
文
化
日
報
』

(6)

、『
釜
山

日
報
』

(7)

な
ど
、
多
く
の
新
聞
社
が
『
八
月
十
五
日
の
神
話
』
と

い
う
日
本
発
の
研
究
書
に
関
心
を
寄
せ
、
書
評
を
行
っ
た
。
た
い

て
い
の
場
合
、「
玉
音
写
真
の
捏
造
疑
惑
」、
政
府
や
マ
ス
コ
ミ
に

よ
る
「
言
論
操
作
」
と
「
世
論
操
作
」、「
日
帝
の
欺
瞞
」
と
い
う

要
素
に
着
目
し
、
著
者
を
「
良
識
的
な
日
本
人
」
と
す
る
評
価
が

多
か
っ
た
。
大
き
な
権
力
に
操
作
さ
れ
た
日
本
国
民
と
い
う
側
面

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
評
価
が
正
し
い
か
ど

う
か
は
さ
て
お
き
、
本
稿
で
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
理
解
が
な
さ

れ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。細
か
い
分
析
は
後
に
行
う
と
し
て
、

早
速
内
容
に
入
っ
て
み
よ
う
。 

  
 
 

二 
『
増
補 

八
月
十
五
日
の
神
話
』
の
構
成 
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本
論
に
入
る
前
、
ま
ず
、
本
書
の
構
成
を
紹
介
す
る
。 

  
 

序
章 
メ
デ
ィ
ア
が
創
っ
た
「
終
戦
」
の
記
憶 

 
 

第
一
章 
降
伏
記
念
日
か
ら
終
戦
記
念
日
へ
：「
断
絶
」
を 

 
 
 
 
 
 

演
出
す
る
新
聞
報
道 

 

 
 

第
二
章 

玉
音
放
送
の
古
層
：
戦
前
と
戦
後
を
つ
な
ぐ 

 
 
 
 
 
 

お
盆
ラ
ジ
オ 

 
 

第
三
章 

自
明
な
記
憶
か
ら
曖
昧
な
歴
史
へ
：
歴
史
教
科 

 
 
 
 
 
 

書
の
メ
デ
ィ
ア
学 

 
 

終
わ
り
に
か
え
て 

戦
後
世
代
の
「
終
戦
記
念
日
」
を
！ 

 
 

補
論
一 

「
八
月
十
五
日
」
の
民
意 

 
 

補
論
二 

「
八
・
一
五
革
命
」
再
考 

 
 

補
論
三 

「
九
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
を
提
唱
す
る 

  

本
稿
で
は
、
各
章
に
つ
い
て
内
容
を
ま
と
め
、
韓
国
新
聞
の
書

評
が
果
た
し
て
的
を
射
た
も
の
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
い
。
そ
の

う
え
で
、
そ
う
し
た
書
評
を
間
違
い
だ
と
切
り
捨
て
る
の
で
は
な

く
、
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
理
解
が
な
さ
れ
る
の
か
、
本
書
の
内
容

と
も
絡
め
な
が
ら
考
察
し
た
い
。
本
来
な
ら
、
補
論
の
内
容
も
ま

と
め
る
べ
き
だ
が
、
韓
国
語
版
で
は
補
論
が
扱
わ
れ
て
い
な
い
た

め
、
本
稿
で
は
触
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。 

  
 
 

三 

「
メ
デ
ィ
ア
が
創
っ
た
「
終
戦
」
の
記
憶
」
に
つ 

 
 
 
 
 

い
て 

  

佐
藤
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
玉
音
放
送
」
研
究
に
触
れ
、
そ
の
多

く
が
「
内
容
」
に
力
点
が
お
か
れ
て
き
た
と
指
摘
す
る
。
佐
藤
に

よ
れ
ば
、
当
時
の
「
玉
音
」
は
雑
音
が
ひ
ど
く
、
受
信
状
況
が
良

好
な
場
合
で
も
、
独
特
な
抑
揚
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
漢
語
の
多
い

文
章
を
正
確
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
。つ
ま
り
、

「
玉
音
放
送
」
を
考
察
す
る
場
合
、「
内
容
」
が
ど
う
で
あ
っ
た
か

で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
聞
か
れ
、
語
ら
れ
て
き
た
か
と
い
う
「
形

式
」
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
論
じ
、
メ
デ
ィ
ア
史
か
ら
分
析

す
る
意
義
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、「
玉
音
放
送
」
は

ど
の
よ
う
な
「
形
式
」
で
聞
か
れ
、
語
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

著
者
は
ま
ず
、「
玉
音
放
送
」を
聞
い
て
泣
き
崩
れ
る「
玉
音
写
真
」

に
着
目
す
る
。 

 

「
玉
音
写
真
」
は
、
現
在
で
も
、「
八
月
十
五
日
終
戦
記
念
日
」
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に
各
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
媒
体
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

多
く
は
、「
玉
音
」
を
と
お
し
て
戦
況
を
理
解
し
た
国
民
が
、
戦
争

の
敗
北
に
涙
す
る
と
い
う
も
の
だ
が
、
本
当
に
彼
ら
は
「
玉
音
」

の
前
で
泣
き
崩
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
著
者
は
否
と
答
え
る
。
そ
の

根
拠
と
し
て
、
例
え
ば
著
者
は
、『
北
海
道
新
聞
』
に
お
け
る
一
九

九
五
年
一
〇
月
八
日
特
集
で
、「
ラ
ジ
オ
の
前
に
泣
き
伏
す
小
国
民
」

と
題
し
た
「
玉
音
写
真
」
が
実
は
作
為
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
事
件
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
事
件
に
関
し
て
著
者

が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
当
時
、
取
材
を
行
っ
て
記
事
を
書
い
た

張
本
人
で
も
、本
来
そ
の
取
材
と
関
連
が
な
か
っ
た「
玉
音
写
真
」

に
よ
っ
て
記
憶
が
再
構
築
さ
れ
る
過
程
で
あ
る
。
取
材
先
の
民
家

で
「
玉
音
」
を
聞
い
て
い
た
は
ず
の
記
者
が
、
写
真
と
の
整
合
性

を
考
え
て
学
校
で
の
「
玉
音
」
体
験
を
脳
裏
に
描
き
出
す
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
著
者
は
、
我
々
の
記
憶
は
メ

デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
再
編
さ
れ
、
や
が
て
国
民
の
も
の
に
な
っ
て
い

く
の
だ
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ

て
一
方
的
に
記
憶
が
再
構
築
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
、
国
民
も
ま
た

積
極
的
に
そ
の
構
築
に
加
担
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で

は
、
な
ぜ
、
日
本
国
民
は
「
玉
音
写
真
」
と
い
う
物
語
を
欲
し
た

の
だ
ろ
う
か
。 

 

著
者
は
、
そ
の
理
由
を
、
日
本
国
民
も
ま
た
「
敗
戦
」
を
「
終

戦
」と
し
て
体
験
し
た
か
っ
た
か
ら
だ
と
説
明
し
て
い
る
。「
負
け
」

を
彼
方
に
追
い
や
り
、「
立
ち
上
が
る
」
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
の
で

あ
り
、
そ
う
し
た
意
味
で
、「
戦
前
」
と
「
戦
後
」
は
連
続
し
て
い

る
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
高
度
国
防
体
制
か
ら
高
度
経
済
成
長

へ
と
進
ん
だ
心
性
と
メ
デ
ィ
ア
の
連
続
性
の
上
に
こ
の
問
題
を
位

置
付
け
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

本
書
は
、
こ
う
し
た
敗
戦
の
事
実
を
メ
デ
ィ
ア
の
検
証
を
と
お

し
て
戦
後
史
の
な
か
に
位
置
付
け
る
作
業
で
あ
る
。 

  
 
 

四 

「
降
伏
記
念
日
か
ら
終
戦
記
念
日
へ
」
に
つ
い
て 

  

こ
の
章
で
は
、
い
か
に
し
て
戦
前
と
戦
後
の
「
断
絶
」
が
形
作

ら
れ
た
か
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
「
断
絶
」
の
演
出
に
お
い
て
「
八

月
十
五
日
」
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
と
い
う
。 

 
日
本
で
は
一
般
的
に
戦
争
の
終
結
は
八
月
一
五
日
と
さ
れ
る
て

い
る
が
、
そ
の
日
は
「
玉
音
放
送
」
が
あ
っ
た
日
に
過
ぎ
な
い
。

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
の
は
八
月
一
四
日
、
ミ
ズ
ー
リ
号
戦
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艦
上
で
降
伏
文
書
に
サ
イ
ン
し
た
の
は
九
月
二
日
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
八
月
一
五
日
は
、
国
際
的
に
は
何
の
意
味
も
持
た
な
い
の
で

あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
八
月
一
五
日
が
「
終
戦
」
を
記
念
す
る
も
の

に
な
っ
た
の
か
。 

 

ま
ず
、八
月
一
四
日
が
一
つ
の
区
切
り
に
な
れ
な
か
っ
た
の
は
、

ま
だ
空
爆
が
続
い
て
お
り
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
戦
争
の
終
わ

り
を
意
味
し
な
か
っ
た
事
情
が
あ
る
と
い
う
。ま
た
九
月
二
日
は
、

「
敗
戦
」
を
迎
え
た
屈
辱
の
日
で
あ
り
、「
敗
戦
」
を
記
念
し
た
く

は
な
か
っ
た
心
性
に
も
と
づ
い
て
い
た
忘
却
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
戦
後
の
占
領
期
に
は
、
八
月
一
五
日
と
い
う
日
へ
の
言

及
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
九
月
二
日
の
「
降
伏
」
が
記
念

さ
れ
て
い
た
。
八
月
一
五
日
の
言
説
が
目
立
っ
て
行
く
の
は
、
著

者
に
よ
れ
ば
、
占
領
の
終
わ
り
を
意
味
し
て
い
た
一
九
五
一
年
の

「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
」
の
前
後
か
ら
で
あ
っ
た
と
い

う
。 

 

占
領
か
ら
自
由
に
な
っ
た
一
九
五
〇
年
代
の
日
本
は
、
あ
ら
ゆ

る
方
面
で
「
八
月
十
五
日
の
神
話
」
の
土
壌
を
形
づ
く
っ
て
い
っ

た
。
政
治
の
方
面
で
は
安
定
的
な
「
五
五
年
体
制
」
が
、
経
済
面

で
は
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
が
、
ま
た
生
活

面
で
は
家
電
に
冠
さ
れ
た
「
三
種
の
神
器
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴

さ
れ
る
復
古
的
な
神
話
の
イ
メ
ー
ジ
が
台
頭
し
て
き
た
。
ま
た
、

歴
史
・
記
憶
面
に
お
い
て
は
、
一
九
五
四
年
の
「
第
五
福
竜
丸
事

件
」
を
背
景
に
、
被
爆
体
験
が
平
和
運
動
の
国
民
的
シ
ン
ボ
ル
に

な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、「
八
月
十
五
日
」
が
浮

上
し
、
ラ
ジ
オ
で
は
「
終
戦
特
集
」
が
大
々
的
に
組
ま
れ
、
新
聞

で
は
全
紙
面
に
わ
た
り
大
型
企
画
が
組
ま
れ
る
な
ど
、「
八
月
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
」
が
台
頭
し
て
来
た
。「
八
月
十
五
日
」
に
お
け
る
「
五

五
年
体
制
」
の
成
立
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
「
五
五
年
体
制
」
を
背
景
に
、
一
九
六
二
年
五
月
一

四
日
に
は
「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」
が
、
一
九
八
二
年
四
月
一
三

日
に
は
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
記
念
す
る
日
」
が
制
定
さ
れ
、

「
敗
戦
＝
占
領
」
か
ら
「
終
戦
＝
平
和
」
へ
の
記
憶
の
再
編
が
「
八

月
十
五
日
」
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
っ
た
と
著
者
は
指
摘
す
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た
「
八
月
十
五
日
」
の
制
度
化
に
は
、
一
九
七
八

年
に
起
こ
っ
た
靖
国
神
社
Ａ
級
戦
犯
合
祀
問
題
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
と
い
う
。
日
本
国
内
を
含
め
、
隣
国
を
巻
き
込
み
な
が

ら
進
ん
だ
こ
の
問
題
は
、「
肯
定
」
か
「
否
定
」
か
（
内
容
）
に
か

か
わ
り
な
く
、「
国
家
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
へ
と
焦
点
を
合
わ
せ
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た
（
形
式
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
終
戦
記
念
日
」
を
考

え
る
上
で
は
、
日
本
国
内
の
事
情
だ
け
で
な
く
、
諸
外
国
と
の
国

際
比
較
を
行
う
こ
と
も
重
要
だ
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。例
え
ば
、

中
国
に
お
け
る
「
終
戦
」
は
、
九
月
三
日
だ
が
、
日
本
と
の
歴
史

問
題
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
べ
く
、
八
月
一
五
日
へ
の
回
帰
も
見
ら

れ
た
と
い
う
。
国
内
外
か
ら
の
「
国
家
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を

め
ぐ
る
形
式
が
、「
八
月
十
五
日
」
へ
の
焦
点
化
を
行
っ
て
い
る
可

能
性
の
指
摘
は
、
こ
れ
か
ら
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
歴
史
論
争
を

考
え
る
う
え
で
重
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

と
こ
ろ
で
、「
八
月
十
五
日
」
は
、「
玉
音
放
送
」
と
「
八
月
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
よ
っ
て
い
き
な
り
浮
上
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
著
者
は
次
章
に
か
け
て
、「
八
月
十
五
日
」
を
前
後
し
て

行
わ
れ
る
「
お
盆
」
行
事
を
、
ラ
ジ
オ
と
の
関
連
で
検
討
す
る
。 

  
 
 

五 

「
玉
音
放
送
の
古
層
」
に
つ
い
て 

  

「
玉
音
放
送
」は
な
ぜ
八
月
一
五
日
に
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

著
者
は
、
天
皇
と
は
暦
と
時
間
を
管
理
す
る
存
在
と
し
て
あ
り
、

全
国
の
時
間
を
均
等
に
す
る
ラ
ジ
オ
は
、
ま
さ
に
天
皇
制
に
親
和

的
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、「
八
月
十
五
日
」

を
形
作
る
「
玉
音
放
送
」
は
天
皇
の
「
日
和
見
」
と
関
係
が
あ
り
、

そ
の
日
付
に
放
送
を
行
っ
た
の
に
は
意
味
が
あ
る
と
い
う
。
そ
こ

で
、
そ
の
意
味
を
探
る
た
め
、
著
者
は
「
お
盆
」
に
着
目
す
る
。 

 

「
お
盆
」
は
、
明
治
維
新
後
の
新
政
府
を
中
心
と
し
た
近
代
化

の
過
程
で
新
暦
が
採
用
さ
れ
る
ま
で
は
、
旧
暦
の
七
月
一
五
日
に

祝
わ
れ
て
い
た
。
新
暦
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
お
盆
は
、
そ
れ

ま
で
の
旧
暦
七
月
一
五
日
と
、
新
暦
七
月
一
五
日
、
権
力
と
民
衆

の
折
衷
点
と
し
て
の
中
暦
八
月
一
五
日
に
分
か
れ
て
い
く
。 

 

「
お
盆
」
ラ
ジ
オ
は
、
一
九
二
六
年
新
暦
七
月
一
五
日
に
開
始

さ
れ
る
が
、
一
九
三
三
年
以
降
、
満
州
事
変
戦
没
者
供
養
の
た
め

七
月
と
八
月
の
二
本
立
て
に
な
っ
て
い
っ
た
。
満
州
事
変
に
お
け

る
戦
没
者
の
出
身
地
の
多
く
が
中
暦
を
採
用
し
て
い
た
た
め
で
あ

っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
一
九
三
三
年
八
月
一
五
日
の
《
盂
蘭
盆
会

法
要
》
が
放
送
さ
れ
、
一
九
三
九
年
八
月
一
五
日
に
は
《
戦
没
英

霊
盂
蘭
盆
会
法
要
》が
全
国
中
継
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

著
者
は
、
こ
の
二
つ
の
放
送
を
「
八
・
一
五
戦
没
者
慰
霊
行
事
」

の
由
来
と
し
て
捉
え
る
。 

 

「
八
月
十
五
日
」
と
「
お
盆
」
ラ
ジ
オ
を
考
え
る
上
で
も
う
一
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つ
重
要
な
の
が
甲
子
園
で
あ
る
。
著
者
は
、「
八
月
十
五
日
」
の
黙

祷
と
い
え
ば
、
多
く
の
人
が
甲
子
園
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
だ
ろ
う
と

し
、「
お
盆
」
ラ
ジ
オ
と
の
関
係
を
探
る
。 

 

甲
子
園
の
ラ
ジ
オ
放
送
が
開
始
さ
れ
た
の
は
「
お
盆
」
ラ
ジ
オ

の
次
の
年
で
あ
る
一
九
二
七
年
八
月
で
あ
る
。
甲
子
園
に
お
け
る

黙
祷
は
、
日
中
戦
争
勃
発
後
の
一
九
三
八
年
大
会
か
ら
始
ま
っ
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ラ
ジ
オ
で
は
、「
八
月
十
五
日
」
の
朝
に
《
盂

蘭
盆
会
法
要
》、
夜
に
は
盆
踊
り
を
中
継
し
、
そ
の
間
を
媒
介
す
る

メ
デ
ィ
ア
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
甲
子
園
を
中
継
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。 

 

つ
ま
り
、
八
月
一
五
日
と
い
う
日
付
は
、「
玉
音
放
送
」
以
前
か

ら
「
ハ
レ
」
編
成
の
国
民
的
メ
デ
ィ
ア
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
う
し
て
、「
八
月
十
五
日
」
は
「
玉
音
放
送
」
に
適
し
た

日
付
に
な
っ
た
と
、
著
者
は
指
摘
す
る
。 

 

だ
が
、「
八
月
十
五
日
」
を
伝
統
的
に
意
味
付
け
て
く
れ
た
ラ
ジ

オ
の
「
お
盆
」
番
組
は
、
テ
レ
ビ
の
台
頭
と
と
も
に
消
え
て
い
き
、

《
盂
蘭
盆
法
要
》
中
継
は
、
一
九
八
九
年
八
月
一
五
日
を
最
後
に

消
え
る
。
い
み
じ
く
も
、
こ
の
３
ヶ
月
後
、「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
が

崩
壊
し
、「
ヤ
ル
タ
＝
ポ
ツ
ダ
ム
体
制
」
が
終
幕
す
る
。
著
者
は
、

こ
れ
に
新
た
な
「
記
憶
の
戦
争
」
の
始
ま
り
を
見
る
。
新
聞
に
お

け
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
成
立
と
、
ラ
ジ
オ
に
お
け
る

「
八
・
一
五
放
送
」
の
系
譜
に
連
な
る
「
八
月
十
五
日
終
戦
記
念

日
」
の
記
憶
は
、
ど
の
よ
う
に
「
歴
史
」
と
し
て
正
典
化
さ
れ
た

の
か
。
こ
の
問
い
を
、
著
者
は
、
歴
史
教
科
書
か
ら
検
討
す
る
。 

  
 
 

六 

「
自
明
な
記
憶
か
ら
曖
昧
な
歴
史
へ
」
に
つ
い
て 

  

こ
の
章
で
、
著
者
は
歴
史
教
科
書
か
ら
「
八
月
十
五
日
」
を
見

よ
う
と
試
み
る
が
、
ま
た
し
て
も
そ
の
「
内
容
」
は
問
題
に
し
な

い
。
教
科
書
の
「
内
容
」
よ
り
も
教
師
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
方

が
覚
え
ら
れ
や
す
い
と
し
、
教
科
書
の
「
内
容
」
に
力
点
を
お
く

の
で
は
な
く
、
教
科
書
が
お
か
れ
た
メ
デ
ィ
ア
環
境
全
体
、
つ
ま

り
「
形
式
」
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
べ
き
だ
と
指
摘
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
近
年
、
日
韓
に
お
け
る
歴
史
教
科
書
問
題
は
、
そ
の
記

述
に
過
度
に
執
着
す
る
傾
向
が
あ
り
、
今
後
の
歴
史
教
科
書
問
題

を
考
え
る
上
で
も
と
て
も
重
要
な
指
摘
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

国
際
的
に
「
八
月
十
五
日
」
を
「
終
戦
」
と
す
る
の
が
、
日
本
と

韓
国
ぐ
ら
い
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、な
お
さ
ら
重
要
で
あ
る
。
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で
は
、
歴
史
教
科
書
と
「
八
・
一
五
神
話
」
は
ど
の
よ
う
に
関
係

し
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

歴
史
教
科
書
に
も
「
五
五
年
体
制
」
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
小
学
校
教
科
書
で
は
、「
五
五
年
体
制
」
以
後
、「
玉
音

放
送
」
を
重
点
的
に
記
述
し
た
教
科
書
が
登
場
し
た
。
こ
こ
で
重

要
な
こ
と
は
、「
玉
音
」
を
も
っ
て
「
終
戦
」
を
迎
え
る
物
語
が
「
八

月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
も
相
ま
っ
た
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
企
画

で
大
量
に
流
通
し
、
そ
の
な
か
の
「
玉
音
体
験
」
ら
し
い
「
回
想

録
」
が
理
念
型
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
点
に
あ
る
と
、
著
者
は
指
摘

す
る
。
つ
ま
り
、
教
科
書
に
お
い
て
「
玉
音
」
体
験
ら
し
い
記
述

が
あ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
物
語
が
抽
出

さ
れ
る
議
論
の
枠
組
自
体
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
問
題
意
識
に
立
っ
て
著
者
は
、
中
学
校
の
教
科
書
と
高
校
教

科
書
も
検
討
し
て
い
く
。特
に
中
学
校
教
科
書
は「
通
時
的
学
習
」

が
重
視
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
綿
密
に
検
討
し
て
い
る
。 

 

中
学
校
教
科
書
に
お
け
る
「
終
戦
」
関
連
の
記
述
は
、「
五
五
年

体
制
」
以
降
、「
九
月
二
日
降
伏
」（
Ｍ
型
）
か
ら
「
八
月
一
五
日

関
連
」（
Ｃ
・
Ｒ
型
）
へ
と
移
行
が
見
ら
れ
る
。
一
九
六
三
年
以
降

に
な
る
と
、
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
「
八
月
十
五
日
終
戦
記
念

日
」
は
国
民
的
記
憶
と
し
て
定
着
し
、
中
学
校
教
科
書
に
も
そ
の

状
況
が
反
映
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
Ｃ
・
Ｒ
型
が
主
流
に
な
っ
て
い

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。ま
た
、一
九
六
五
年
の
日
韓
基
本
条
約
、

一
九
七
二
年
の
日
中
国
交
回
復
が
行
わ
れ
る
と
、
本
格
的
に
歴
史

教
科
書
記
述
の
問
題
が
台
頭
し
、
必
然
的
に
「
八
月
十
五
日
」
へ

重
心
が
移
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
な
か
、一
九
八
二
年
に
歴
史
教
科
書
問
題
が
台
頭
し
、

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
軍
の
戦
争
が
「
侵
略
」
か
「
進
出
」
か

で
争
わ
れ
、本
当
に
議
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た「
終
戦
」

の
問
題
は
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
、
近
隣
諸
国
と
も
め
て
い

く
な
か
で
、「
進
出
」
は
「
侵
略
」
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
保
守
派

が
反
発
し
、
一
九
九
六
年
に
「
新
し
い
歴
史
を
つ
く
る
会
」
が
結

成
さ
れ
、
再
び
歴
史
問
題
が
巻
き
起
こ
っ
た
。「
新
し
い
歴
史
を
つ

く
る
会
」
は
、「
語
り
」
を
重
視
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
あ
る
意
味
、

実
証
史
学
と
活
字
の
権
威
へ
の
挑
戦
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
抗

す
る
「
語
り
」
と
し
て
「
慰
安
婦
問
題
」「
南
京
虐
殺
」
と
い
う
「
証

言
」
や
「
告
発
」
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
著
者
が
重
視
し
て
い
る

の
は
、
何
も
そ
れ
ら
の
対
決
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
著
者
は
、
そ

れ
ら
を
、
対
立
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
意
図
せ
ざ
る
共
同
戦
線
と
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し
て
見
る
。
つ
ま
り
、
両
者
と
も
「
語
り
」
に
よ
る
実
証
史
学
へ

の
挑
戦
で
あ
り
、
左
右
両
翼
か
ら
実
証
史
学
へ
の
集
中
砲
火
を
行

っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
歴
史

教
科
書
の
記
述
問
題
へ
の
焦
点
化
は
、
結
果
と
し
て
実
証
史
学
へ

の
否
定
を
行
い
、
左
右
両
者
と
も
「
記
憶
」
を
曖
昧
な
も
の
と
し
、

そ
う
し
た
「
語
り
」
が
歴
史
教
科
書
の
記
述
と
な
っ
て
曖
昧
な
「
歴

史
」
に
な
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
、
著
者
は
描
い
て
い
る
の
で
あ

る
。 

  
 
 

七 

「
終
わ
り
に
か
え
て
」
に
つ
い
て 

 
 

 

歴
史
教
科
書
の
問
題
で
確
認
し
た
左
右
の
合
作
は
、「
八
月
十
五

日
」
を
「
戦
前
」
と
断
絶
さ
せ
る
上
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
と
著
者
は
指
摘
す
る
。
例
え
ば
、
丸
山
眞
男
の
「
八
・
一
五
革

命
」
は
、「
八
月
十
五
日
」
を
「
革
命
」
の
起
点
と
捉
え
る
こ
と
で
、

そ
れ
ま
で
（「
戦
前
」）
と
は
違
っ
た
「
戦
後
」
と
い
う
断
絶
を
も

た
ら
し
た
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
著
者
が
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
新

聞
も
放
送
も
出
版
も
戦
前
か
ら
の
文
脈
を
汲
ん
で
お
り
、
そ
う
し

た
断
絶
の
意
識
は
戦
後
に
う
ま
く
溶
け
込
ん
だ
戦
前
を
よ
り
見
え

な
く
す
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
我
々
は
「
八
月
十
五
日
」
と
ど
う
向

き
合
え
ば
い
い
の
か
。
そ
の
問
い
に
対
し
て
、
著
者
は
最
後
に
提

案
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
提
案
と
は
す
な
わ
ち
、「
八
月
十
五
日
＝

戦
没
者
追
悼
の
日
」
と
「
九
月
二
日
＝
反
省
の
日
」
と
に
分
け
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
八
月
十
五
日
」
が
「
お
盆
」
の
系
譜
に
連

な
る
以
上
、
そ
の
日
に
歴
史
教
科
書
の
問
題
な
ど
を
論
じ
て
も
感

情
的
に
な
る
だ
け
で
、
冷
静
な
議
論
が
で
き
な
い
。
ひ
と
ま
ず
は

戦
争
責
任
の
議
論
と
戦
没
者
の
追
悼
の
時
空
を
分
け
る
こ
と
で
、

「
八
月
十
五
日
の
心
理
」
を
尊
重
し
つ
つ
、
過
去
の
戦
争
を
冷
静

に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。

確
か
に
、日
韓
関
係
の
主
な
問
題
が
植
民
地
支
配
に
起
因
す
る「
反

日
感
情
」
と
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
う
し
た
「
感

情
」
と
「
議
論
」
を
分
け
る
提
案
は
、
日
韓
の
関
係
改
善
の
う
え

で
有
効
か
も
し
れ
な
い
。
で
は
、
こ
う
し
た
提
案
も
含
め
、
こ
れ

ま
で
概
観
し
て
き
た
著
者
の
「
八
月
十
五
日
」
論
は
、
韓
国
に
お

い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。 

  
 
 

八 
結
論 
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『
八
月
十
五
日
の
神
話
』
は
、「
八
月
十
五
日
」
が
終
戦
記
念
日

と
な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
、「
文
化
」「
政
治
」「
経
済
」「
国
際
関

係
」「
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
」
と
い
う
マ
ク
ロ
な
視
座
か
ら
論
じ
な
が

ら
も
、
そ
の
背
景
に
あ
る
受
け
手
の
「
心
理
」
や
「
マ
ス
・
メ
デ

ィ
ア
受
容
状
況
」、「
欲
望
」
と
い
う
ミ
ク
ロ
な
視
座
に
も
目
を
配

り
、
双
方
向
的
な
観
点
か
ら
「
八
月
十
五
日
」
の
形
成
過
程
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
や
権
力
者
に
よ
る
国
民
形

成
論
や
左
右
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
に
陥
ら
ず
、
淡
々
と
「
八
月
十
五

日
」
と
い
う
複
合
的
状
況
を
国
際
関
係
も
念
頭
に
お
き
な
が
ら
浮

か
び
上
が
ら
せ
る
極
め
て
優
れ
た
論
考
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
書
は
、
日
韓
関
係
を
考
え

る
う
え
で
も
極
め
て
重
要
な
視
座
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。
特

に
歴
史
教
科
書
を
め
ぐ
る
論
考
は
、「
侵
略
」
か
「
進
出
」
か
と
い

う
記
述
の
問
題
に
執
着
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
記
憶
を
曖
昧
に
し
、

感
情
的
で
揺
れ
動
き
や
す
い
曖
昧
な
「
歴
史
」
を
生
産
す
る
逆
説

的
状
況
を
あ
ら
わ
に
す
る
。
韓
国
に
お
け
る
「
反
日
」、
日
本
に
お

け
る
「
嫌
韓
」
問
題
は
、
あ
る
意
味
「
内
容
」
に
凝
り
固
ま
っ
て

そ
の
「
形
式
」
を
見
え
な
く
さ
せ
て
い
る
状
況
と
決
し
て
無
関
係

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、「
戦
没
者
追
悼
」
と
「
戦
争
責
任

の
冷
静
な
考
察
」
を
行
う
日
を
分
け
る
と
い
う
提
案
は
大
変
魅
力

的
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
こ
う
し
た
著
者
の
提
案
は
、
韓
国
新
聞
各
社
の
韓
国

語
版
『
八
月
十
五
日
の
神
話
』
書
評
お
よ
び
紹
介
文
か
ら
は
見
当

た
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う

に
「
言
論
操
作
」
や
「
世
論
操
作
」
を
暴
い
た
「
良
識
的
な
日
本

人
」
に
よ
る
力
作
と
い
う
読
み
方
を
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
う
し
た
意
見
は
必
ず
し
も
否
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。「
言
論
操

作
」
や
「
世
論
操
作
」
と
い
う
「
形
式
」
で
語
る
こ
と
は
、「
操
っ

て
い
る
権
力
＝
悪
」「
操
ら
れ
て
い
る
国
民
＝
犠
牲
者
」と
い
う「
断

絶
」
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
日
本
に
対
す
る
嫌
悪
・
不
満
の
感
情

を
「
日
本
政
府
」
や
「
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
」
に
限
定
さ
せ
る
側
面

も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
韓
国
に
と
っ
て
日
本
は
歴
史
的
に
忌
み
嫌

う
対
象
で
あ
る
と
同
時
に
、
同
盟
国
と
し
て
親
密
な
関
係
を
維
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実
政
治
の
対
象
で
も
あ
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、あ
な
が
ち
間
違
っ
た
読
み
方
で
も
な
い
と
言
え
る
。だ
が
、

そ
う
す
る
と
、
著
者
の
最
後
の
提
案
は
な
お
さ
ら
魅
力
的
に
映
る

は
ず
だ
が
、
な
ぜ
詳
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
の
か
。 

 

理
由
の
一
つ
と
し
て
は
、
韓
国
に
お
け
る
「
終
戦
」
も
一
九
四
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九
年
五
月
の
国
務
会
議
に
て
「
独
立
記
念
日
」
に
制
定
さ
れ
て
以

来
、
ず
っ
と
「
八
月
十
五
日
」
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る

(8)

。

日
本
が
先
な
の
か
、
韓
国
が
先
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の

日
は
韓
国
に
お
け
る
「
植
民
地
解
放
」
を
祝
う
「
感
激
」
の
日
に

な
っ
て
お
り
、
日
本
に
お
け
る
「
戦
没
者
慰
霊
の
日
」
と
は
そ
も

そ
も
相
容
れ
な
い
関
係
に
あ
る
。
し
か
も
、
韓
国
は
歴
史
的
に
「
戦

勝
国
」
で
も
「
敗
戦
国
」
で
も
な
い
た
め
、「
九
月
二
日
＝
反
省
の

日
」
の
よ
う
な
代
替
日
を
「
八
月
十
五
日
」
か
ら
分
離
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
日
本
と
韓
国
に
お
け
る
「
八
月
十
五
日
」
を
冷
静

に
議
論
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
韓
国
に
お
け
る
「
八
月
十
五
日
」

を
詳
細
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
本
書
は
、「
八
月
十
五
日
」
を
マ
ク
ロ
な
分
析
と
ミ
ク
ロ

な
「
感
情
」「
欲
望
」「
語
り
」
の
双
方
向
か
ら
捉
え
て
は
い
る
が
、

や
は
り
、「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
や
「
お
盆
」
番
組
と
「
天
皇
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
よ
り
力
点
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
記
念
日
を

つ
く
り
、
司
る
の
は
、
確
か
に
「
権
力
」
を
持
つ
側
だ
が
、
必
ず

し
も
「
政
府
」
や
「
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
」「
天
皇
」
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
い
は
ず
だ
。「
受
け
手
」
か
ら
の
「
権
力
」
も
重
要
な
論

点
で
あ
り
、
そ
の
循
環
に
よ
っ
て
集
合
的
記
憶
は
構
築
さ
れ
る
は

ず
で
あ
る
。
著
者
も
、
こ
う
し
た
「
受
け
手
」
の
「
権
力
」
に
自

覚
的
で
は
あ
る
。
例
え
ば
、
八
月
一
四
日
や
九
月
二
日
が
「
終
戦

記
念
日
」
と
な
ら
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、「
受
け
手
」
で
あ
る
国

民
が
「
敗
戦
」
で
は
な
く
、「
終
戦
」
と
し
て
記
憶
し
た
か
っ
た
側

面
が
語
ら
れ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
韓
国
の
新
聞
に
お
い
て
「
言
論
操
作
」
や
「
世
論
操

作
」
と
い
う
一
方
的
な
「
断
絶
」
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
考
察
は
い
さ
さ
か
足
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
「
断
絶
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と

が
必
ず
し
も
否
定
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
著
者
が
主
張
す
る
よ

う
に
「
連
続
」
と
し
て
捉
え
て
始
め
て
建
設
的
な
議
論
が
可
能
に

な
る
だ
ろ
う
。「
操
っ
て
い
る
権
力
＝
悪
」「
操
ら
れ
て
い
る
国
民

＝
犠
牲
者
」
と
い
う
も
う
一
つ
の
「
断
絶
」
を
し
っ
か
り
「
受
け

手
」
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
双
方
向
的
な
「
連
続
」
と
し

て
結
び
つ
け
る
よ
う
な
作
業
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、

「
国
家
的
な
記
念
日
」
と
い
う
、
ど
う
し
て
も
操
ろ
う
と
す
る
者

と
操
ら
れ
て
し
ま
っ
た
者
と
い
う
「
対
立
＝
断
絶
」
を
浮
か
べ
や

す
い
対
象
を
、
い
か
に
し
て
「
双
方
向
的
な
も
の
＝
連
続
」
と
し

て
し
っ
か
り
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
か
が
問
わ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
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そ
の
際
、
そ
の
双
方
向
性
を
「
共
犯
関
係
」
と
し
て
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
脱
し
た
「
共
存
関
係
」
と
し
て
捉

え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。そ
の
た
め
に
は
日
本
に
お
け
る「
八

月
十
五
日
」
研
究
だ
け
で
な
く
、
韓
国
に
お
け
る
「
八
月
十
五
日
」

研
究
も
同
レ
ベ
ル
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
佐
藤
卓
己
著
『
八
月
十
五
日
の
神
話
』
は

そ
う
し
た
研
究
へ
の
確
か
な
方
向
性
を
示
し
た
著
作
で
あ
り
、
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
終
戦
記
念
日
」
を
め
ぐ
る
研
究
へ
の
方
法
論

と
し
て
極
め
て
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
韓
国
に
お
け
る
「
八

月
十
五
日
解
放
」
は
日
本
に
お
け
る
「
八
月
十
五
日
終
戦
」、
ひ
い

て
は
東
ア
ジ
ア
の
戦
後
観
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
の
か
、
今
後

の
研
究
が
望
ま
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

(1) 

『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
〇
七
年
八
月
一
一
日-

一
二
日 

(2) 

『
東
亜
日
報
』
二
〇
〇
七
年
八
月
一
〇
日 

(3) 

『
中
央
日
報
』
二
〇
〇
七
年
八
月
一
〇
日 

(4) 

『
ハ
ン
ギ
ョ
レ
』
二
〇
〇
七
年
八
月
一
〇
日 

(5) 

『
国
民
日
報
』
二
〇
〇
七
年
八
月
一
一
日 

(6) 

『
文
化
日
報
』
二
〇
〇
七
年
八
月
一
〇
日 

(7) 

『
釜
山
日
報
』
二
〇
〇
七
年
八
月
一
一
日 

(8) 

고
바
야
시 

소
메
이
（
小
林
聡
明
）「
남
북
한
에
서
의

  

기
억
의 

관
리
와
〈
역
사
〉 

의 

창
조-

해
방
에
서 1950

년
대
까
지
의
〈8

・15

〉
이
벤
트
를 

중
심
으
로
」
『
日
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

思
想
』
二
〇
一
三
年
第
二
五
号
、
二
七-

五
六
頁
。
た
だ
し
、
小
林
に
よ
れ
ば
、
韓
国
（
南

朝
鮮
）
に
お
け
る
日
本
か
ら
の
解
放
を
祝
う
「
八
月
一
五
日
」
イ
ベ
ン
ト
は
一
九
四
六
年

初
期
か
ら
そ
の
動
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
一
九
四
六
年
七
月
二
六
日
に
、
韓
国

を
統
治
し
て
い
た
米
軍
政
は
八
月
一
五
日
を
対
日
勝
戦
と
し
た
上
で
、
米
朝
共
同
の
祝
祭

日
と
し
て
据
え
る
こ
と
を
表
明
し
た
よ
う
で
あ
る
。 
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